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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム 

 

１ 目的 

  生活保護世帯等の中学卒業後・高校卒業後に、自身で将来を切り開くため

の支援を必要とする子どもに対し、将来に目を向け、行動できるよう適切な

支援を行う。 

 

２ 支援対象   

  支援対象者のうち、中学卒業後・高校卒業後に進学または就職していない

子ども、もしくは高校を中途退学した概ね２０歳までの子どもとその保護者。 

 

３ 実施主体 

福祉事務所 

 

４ 主な関係機関 

  中学校、中等教育学校、高等学校、特別支援学校等、教育委員会、ハロー

ワーク、児童相談所、民生・児童委員協議会、青少年センター、地域若者サ

ポートステーション、市町村子ども担当課等  

 

５ 実施方法 

  中学卒業後・高校卒業後に進学または就職していない子ども、高校を中途

退学した子ども等について、家族を含めた状況を把握し、子どもが自身の将

来について考え、新たな一歩を踏み出せるよう、ケースワーカーと子ども支

援員、就労支援員が協働し、関係機関と連携して、継続的に支援する。 

 

６ 実施内容 

（１）アセスメントをできるだけ早期に行い、支援課題を整理する。なお、Ⅰ

子どもの育ち支援プログラム・Ⅱ高校進学等支援プログラム・Ⅲ高校生支

援プログラムでの支援内容を参考にする。 

アセスメントシート（ツール１）は、対象となる全ての子どもについて

作成する。アセスメントシートの作成は、プログラム参加への同意が得ら

れたかどうかにかかわらず、通常のケースワーク業務の範囲として行う。

プログラム参加の同意が得られた子どもについては子どもや保護者、同意

が得られた範囲内の関係機関への聴き取り等、アセスメントの情報を補う。 

同意については、保護開始から概ね３か月以内に、通常のケースワーク

の中でプログラムへの導入をし、ケースワーカー又は、子ども支援員が、

面談時に原則として書面で同意を得て、記録に留める（Ⅰ子どもの育ち支

援プログラム ツール２）。書面での同意が得られない事情がある場合は、

ケースワーク又は子ども支援員の支援の中で、口頭で同意を得て、その旨

記録に留める。 
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（２）必要に応じてケース検討会議等を実施し、具体的な支援方法や内容、役

割分担を決め、組織的に支援する。 

（３）主な支援内容 は以下のとおりとする。    

ア 自己決定に支援が必要な場合は、直ちに就職や進学等につなげても定

着が困難な場合が多いため、社会参加準備支援として、アセスメントを

通して得た個別課題にまず取り組む。その際、支援ツール等を活用し、

子どもが力をつけ自己決定できるように導き、それぞれにあった社会参

加を目指す。 

イ 直接的な支援に対して、子どもの抵抗がある場合は、保護者等からの

情報をもとに支援し、次の段階につなげるきっかけを探る。 

ウ それぞれの段階で、専門機関につなげたほうがよい場合は、調整を行

い、子ども自身や保護者が主体的にそれぞれの機関を利用できるように

専門機関と連携しながら支援する。 

エ 子どもを支援するうえで子ども自身又は子どもの周囲への影響が予想

される場合、家族・環境調整を行う。 

オ 進路の希望が明確な場合は、就職、進学等の情報提供や目標に向けて

の具体的支援を行う。特に、進学や復学を希望する場合には、改めて、

生活保護法についての制度説明を行い、子どもの自己決定を尊重しなが

ら、各支援ツールを活用し具体的な支援を行う。 

 

 

７ 具体的な支援における留意点 

支援の流れとポイント 

 

（１）社会参加準備 

ケースワーカー、子ども支援員等が連携し、それぞれの子どものペースに合

わせて継続的・重層的に関わることで、よき理解者となる。 

 

支援課題を整理 (当プログラム・各プログラムのアセスメント参考) 

□ 過去の経験や経過    

□ 幼少期から現在までの医療・診断・不適応の経過 

□ 障害の有無 
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□ 子どもが安心できる場所の把握をする。  

□ 子どもの良いところ、好きなこと、できていること等を確認する。 

安心できる居場所を把握し、次のステップに踏み出せるよう支援 

する。（ワークシート１(ツール６)・あなたの居場所はどこですか(ツール 

３) 等活用） 

□ ひきこもり、不登校生徒に対し、早急に学校、将来の話をするのは逆効果 

であることが多いので注意する。 

□ 面接ができており、ある程度の信頼関係が築かれたところで課題に応じた

下記のツールを利用する。 

□「あなたの居場所はどこですか」(ツール３)で子ども本人の現在安心できる

居場所や人間関係などを把握し、社会参加に少しでも近づける場所、目指す

場所を具体化し、子ども本人に、現状と目標を自覚してもらうよう支援する。 

□「生活リズム見直し表」(ツール４)で日々の過ごし方、時間の使い方を改善

する。 

□「社会生活能力・生活習慣チェックリスト」(ツール５)でマナーや基本的な

生活習慣を改善する。 

□ 課題が複合的で支援者が複数の場合、「支援エコマップシート」(ツール 

２)を利用する。子どもを取り巻く空間を視覚化した「エコマップ」（eco- 

map、生態地図ともいう）や時間を視覚化した「ジェノグラム」 
（genogram）で人間関係や状況を対象化し、より良好な支援と役割分担がで 
きるよう課題を整理する。 

□ 子どもの自己の意思に迷いがあれば「意思決定支援シート」（ツール７） 
 を利用し、子ども自身の意思を引き出せるよう無理のない範囲で支援をする。 
□ 「ワークシート」（ツール６）を利用し、子ども自身の興味・価値観・能 

力・特性などを引き出す。 

□  友人や恩師など、コンタクトが取れたり、力を貸してくれる人物を把握し 

たりすることで孤立を防ぐ。（「支援エコマップシート」（ツール２）を活 

用） 

 

 

直接的支援に抵抗感がある場合 

□ NPO、青少年センター、県教育委員会、保健所が行っている相談会や実施事

業、相談機関や医療機関などの情報提供で支援をする。 

□ 子どもや保護者の孤立を防ぎ、次の段階へのきっかけを作る。 

□ ひきこもり等で子どもに接することが困難な場合、親や家族、関係機関か 

ら情報を収集し、医療機関や児童相談所などに相談して、支援にあたる。 

⇒資料１～４を参考にする。 
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□ 再ケース検討で、対象者の状況に応じた支援を考慮し、社会参加準備支援 

を継続か、他の支援へ移行か、支援内容を検討する。 

 

 

 

 

□「ふりかえりシート」（ツール９）を活用し、子どもと一緒に課題に対する

プロセスや現状把握、結果の評価などに利用する。 

 

 

 

 

（２）専門機関へつなぐ 

アセスメントを実施し、より専門的な治療や支援が必要と判断された場合は、

当事者が主体的にそれぞれの機関を利用できるように専門機関と連携しながら

支援する。 

 

支援課題を整理 (当プログラム・各プログラムのアセスメント参考) 

□ 過去の経験や経過    

□ 幼少期から現在までの医療・診断・不適応の経過 

□ 障害の有無 

 

 

□病気が疑われるときは保護者と相談しながら医療機関・児童相談所につなぐ。 

□ 非行歴（ぐ犯、触法、犯罪）がある場合、児童相談所・警察・保護司等と

連携し支援する。 

□ 子ども自身や保護者の認識や困り感がなく、了解を得るのが困難な場合、 

「社会参加準備支援」を経ながら、無理のない範囲で専門機関へつなげる働

きかけをする。 

□ 困り感や他者との関係性の中での「気づき」を大切にし、個別課題の解決 

と成長を支援する。 

 

直接的支援に抵抗感がある場合 

□ NPO、青少年センター、県教育委員会、保健所が行っている相談会や実施事

業、相談機関や医療機関などの情報提供で支援をする。 

□ 子どもや保護者の孤立を防ぎ、次の段階へのきっかけを作る。 

□ ひきこもり等で子どもに接することが困難な場合、親や家族、関係機関か 

ら情報を収集し、医療機関や児童相談所などに相談し、支援にあたる。 

⇒資料１～４を参考にする。 

 

それぞれの目指すところ 
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□ 再ケース検討で、専門機関の意見を参考にしながら、その他の支援の可能

性を検討する 

 

 

 

□「ふりかえりシート」（ツール９）を活用し、子どもと一緒に課題に対する

プロセスや現状把握、結果の評価などに利用する。 

 

 

 

（３）家族・環境調整 

子どものおかれている環境や、保護者の課題も適切に把握する。子ども本人

の課題よりも、家族や環境の課題が大きい場合、その調整が必要な場合は「Ⅰ

子どもの育ち支援プログラム」や当プログラムのツール、地域の社会資源など

を活用しながら支援する。 

 

支援課題を整理 (当プログラム・各プログラムのアセスメント参考) 

□ 過去の経験や経過    

□ 幼少期から現在までの医療・診断・不適応の経過 

□ 障害の有無 

 

 

 

保護者・環境の課題を整理 

□ 医療・診断・不適応の経過   □障害の有無 

□ 子育てに対する姿勢や困り感など 

□ 金銭管理（生活保護費は子どものために適切に使われているか） 

□ 生活環境の把握 

 

 

 

□「Ⅰ子どもの育ち支援プログラム」の活用 

□ 課題に応じたツールを使い、親子で取り組む。 

□ 継続的・直接的に関わり、保護者の抱える課題を自身で気付けるよう支援

する。 

 

 

それぞれの目指すところ 
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直接的支援に抵抗がある場合 

□ NPO、青少年センター、県教育委員会、保健所が行っている相談会や実施事

業、相談機関や医療機関などの情報提供で支援する。 

□ 関わりのある関係機関や接触できる人物から情報収集するなど連携し、支

援する。 

□ 生活保護費の支給方法を工夫し、支給日に面談をしたり、保護決定通知書

に手紙を添えたりするなど、子どもや保護者の孤立を防ぎ、コンタクトがと

れるよう努力をして、次のステップへのきっかけを作る。 

 

 

 

□ 再ケース検討で、家族・環境調整継続か社会参加準備支援を併行継続か、 

その他の支援へ移行か、支援内容を検討する。 

 

 

□「ふりかえりシート」（ツール９）を活用し、子どもと一緒に課題に対する

プロセスや現状把握、結果の評価などに利用する。 

 

 

 

 

（４）高校再入学・復学・進学・卒業 

必要に応じて出身中学校・高校、教育委員会と協働しながら、子どもの「学

びたい」という希望をできる限り支援していく。 

 

支援課題を整理 過去のこと (各プログラムのアセスメント参考) 

□ 過去の経験や経過    

□ 幼少期から現在までの医療・診断・不適応の経過 

□ 障害の有無 

 

 

現在のこと (当プログラムのアセスメント参考) 

□ 現在の学力を子ども本人が把握できているか 

□ 健康状態は良好か         □ 自己を肯定的にとらえているか  

□ 学習習慣、意欲はあるか      □ サポートの必要性を感じているか 

□ コミュニケーション能力、感情コントロール 

□ 得意・不得意科目   □ 将来の夢・希望  □ 特技・得意なことなど 

（「ワークシート １、２」（ツール６）等活用） 

□ 自分に必要な支援の理解と把握   □ 家族や周囲の理解と協力 

□ 本人の希望と支援者の○○とのギャップはあるか 

それぞれの目指すところ 
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周辺情報の確認（アセスメントとほぼ同時に行う） 

□ 生活保護制度上の説明をしたか「制度上の留意点Ｑ＆Ａ」（ツール８）を

活用 ⇒ □理解できているか 

□ 総合教育センターや転編入学情報センターの情報を得たか 

⇒資料１参照 直接問い合わせるかホームページなどで情報を得る 

□ 学ぶ形態は決まったか（全日制、フレキシブル、定時制、通信制、単位制、

高卒認定、フリースクール、専修・専門・各種学校、特別支援学校、他） 

□ 出身校に相談したか(内申、成績、取得単位、各種証明書等必要な手続き) 

 

⇒取得単位があるか否かで出身高校か、出身中学にコンタクトを取る。  

□ 進路情報説明会・不登校相談会などに参加したか 

 

 

 

 

□ Ⅱ高校進学等支援プログラム・Ⅲ高校生支援プログラム・別プログラムが

可能であれば活用する。  

 

 

 

□「ふりかえりシート」（ツール９）を活用し、子どもと一緒に課題に対する

プロセスや現状把握、結果の評価などに利用する。 

 

 

 

入学、再入学、復学、進学のための受験・入学・高校卒業 

 

（５）就労準備 

必要に応じて就労支援員、ハローワーク、かながわ若者就職支援センター、

地域若者サポートステーション（対人関係に不安があるなど働くことに悩みがある若者を対象） 

に相談し、協働する。子どもの働く意欲を大切に支援する。 

 

支援課題を整理 

過去のこと (各プログラムのアセスメント参考) 

□ 過去の経験や経過    

□ 幼少期から現在までの医療・診断・不適応の経過 

□ 障害の有無 

 

目指すところ 
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現在のこと (当プログラムのアセスメント参考) 

□ 健康状態は良好か         □ 自己を肯定的にとらえているか  

□ 働くイメージ、意欲はあるか    □ サポートの必要性を感じているか 

□ コミュニケーション能力、作業性、感情コントロール 

□ 得意・不得意科目  □ 将来の夢・希望  □ 特技・得意なことなど 

□ ワークシート １、２（ツール６） 等活用 

 

 

場合によってはこのあたりから就労支援員等と連携し、就労支援プログラムの

活用を検討 

□ 自分に必要な支援の理解と把握   □ 家族や周囲の理解と協力 

□ 周囲の支援と共有が可能か(本人の希望と支援者○○とのギャップ) 

□ 職業適性検査 

□ 向き・不向き 

 

 

 

□ 障害者雇用か 一般雇用か 働きかたの選択 

（障害者職業センター、発達障害者就労センター、作業所などの紹介） 

□ 就労に必要な支援、訓練 

 

 

 

□「ふりかえりシート」（ツール９）を活用し、子どもと一緒に課題に対する

プロセスや現状把握、結果の評価などに利用する。 

 

 

 

就労支援プログラム ⇒  就職活動 ⇒  就労 

 

 

８ その他 

生活保護世帯以外の子どもとその保護者に対して支援を行う際も本プログラ

ムを参考とする。 

目指すところ 
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023） 

ツール1 

 

中学卒業後の社会生活支援プログラム アセスメントシート        年  月  日作成 

対象児・者  男・女 年  月  日生（  歳） 

対
象
児
・
者 

基
本
事
項 

最 

終 

学 

歴 

中学・中等教育・高校・特別支援学校  

その他(中途退学・卒業) 在
学
中
の
状
況 

□毎日通学 

□平均月3日以上欠席 

□平均年間出席日数の1/2以上欠席 

□その他 

 遅刻・保健室登校・完全不登校 

中卒で進路きまらず、または中途退学の理由 

 

学力・成績 

職

歴 

有
・
無 

有
の
場
合 

勤務先  期間     ～ 

勤務先  期間     ～ 

対
象
児
・
者 

現
状 

健

康

状

態 

健康  

治療中 病名 

その他 把握困難・治療拒否 

生活上の課題 有・無 有の場合の状況 

面接可否  可・否 否の場合の状況 

本人の希望 高校卒業 ・ 特別支援学校卒業 ・ 就職 ・ 希望無し 

その他（具体的に         ） 

特記事項 

（交友関係等） 

 

保
護
者
状
況 

本人との意思疎通 良好・ その他（具体的に        ） 

保護者意向 
高校卒業 ・ 特別支援学校卒業 ・ 就職 ・ 希望無し 

その他（具体的に         ） 

特記事項  

他機関からの情報収集（情報提供者：        ）（  年  月  日） 

 

《支援の留意点》 □自己決定に支援を要する  □支援への抵抗感  □保護者等環境調整 

《支援内容・役割分担》 □社会参加準備  □専門機関へつなぐ  □家族・環境調整   
□高校卒業をめざす  □就労準備    □高校再入学     □進学  □復学 
□特別支援学校卒業をめざす 

次回アセスメントは        頃   作成者             
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023） 

ツール1 

 

中学卒業後の社会生活支援プログラム アセスメントシート 記入例  〇年 ３月 〇日作成 

対象児・者 神奈川 花子 男・女 〇年 〇月 〇日生（ 15 歳） 

対
象
児
・
者 

基
本
事
項 

最 

終 

学 

歴 

 Ａ 中学・中等教育・高校・特別支援学校  

その他(中途退学・卒業) 在
学
中
の
状
況 

□毎日通学 

□平均月3日以上欠席 

■平均年間出席日数の1/2以上欠席 

□その他 

 遅刻・保健室登校・完全不登校 

中卒で進路きまらず、または中途退学の理由 

学業不振、中3頃より遅刻欠席が多くなり、特に夏休み以降は
ほとんど登校していない。体育祭など得意分野では行事参加
あり。周囲の勧めには反応せず受験校が決まらないまま中学
卒業となった。 

学力・成績 テストも受けなかっ
たため、評定はすべて１ 

職

歴 

有
・
無 

有
の
場
合 

勤務先  期間     ～ 

勤務先  期間     ～ 

対
象
児
・
者 

現
状 

健

康

状

態 

健康  

治療中 病名 

その他 把握困難・治療拒否  子ども本人が各種相談や医療機関受診を拒否している。 

生活上の課題 有・無 
有の場合の状況 言われた作業的なことは動けるが、自ら考えて行動する

ことが苦手。人前に立つことが苦手。 

面接可否  可・否 否の場合の状況 

本人の希望 高校卒業 ・ 特別支援学校卒業 ・ 就職 ・ 希望無し 

その他（具体的に         ） 

特記事項 

（交友関係等） 

中学での友人とは行き来があり、引きこもってはいない。スポーツが得意である。 
幼少期からの発達課題がありそう。言われた作業的なことはできる。 

保
護
者
状
況 

本人との意思疎通 良好・ その他（具体的に 子と接触困難 ） 

保護者意向 
高校卒業 ・ 特別支援学校卒業 ・ 就職 ・ 希望無し 

その他（具体的に         ） 

特記事項 
精神疾患あり。通院は順調。家事はこなせている。子育てに自信が無いが、親として何とか
しようという気持ちはある。子どもに気を遣い外部に依存的。 

他機関からの情報収集（情報提供者：Ａ中学 Ｂ教諭   ）（ 〇年 〇月 〇日） 

学校では教科書やノートを持参しないなど、学習意欲は感じられなかった。普通高校ではなく各種学校
などの紹介もしてきたが、本人の意思がとらえきれないまま卒業を迎えた。 

《支援の留意点》 ■自己決定に支援を要する  □支援への抵抗感  ■保護者等環境調整 

福祉事務所の面談に対して応対はしている、進路の話になると拒否感がある。母子共さまざまな社会経
験が不足している。夜間PC等で起きている日もあるが毎日ではない。 

《支援内容・役割分担》 ■社会参加準備  □専門機関へつなぐ  ■家族・環境調整   
□高校卒業をめざす  □就労準備    □高校再入学     □進学  □復学 
□特別支援学校卒業をめざす 
ケースワーカーは子どもと直接面談継続できているので、ツールを活用しケースワーカーが月に1度程

度家庭訪問。子ども支援員は面談に同行し、課題に親子で取り組むか分担するかなど見極めながら一つ
ずつ取り組む支援をする。出身中学と連携し、進路にかかわる情報を提供する。 

次回アセスメントは      9月 頃   作成者 地区担当員 ○○ ○○           
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023）
ツール2

対象児・者名    作成　    　 　年　　 月　 　日 担当者

所内関係者

ケースワーカー

ケースワーカー

ケースワーカー

ケースワーカー

ケースワーカー 児童相談所

就労支援員

子ども支援員

保健師

保健予防課

母子自立支援員

女性相談員

嘱託医

       ※ 太実線　　　　継続関係　重要　強い結合

実線、矢印　　関心の方向性　普通の結合

点線　　　　　希薄な関係

ギザ線　　　　ストレス関係

中学校（中等教育学校前期課程）

市町村相談員

高校（中等教育学校後期課程）

支援エコマップシート

連絡先

医療機関

所外関係者 名称・担当者など

民生委員

ハローワーク

警察署

主任児童委員

接点のある人

友人

恩師

対象児・者
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ツール 3 
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時
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日

睡
眠

時
間

　
　

　
時

間
　

　
　

分
片

付
け
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手

伝
い

　
　

　
　

　
分

□ □ □ □ □
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時
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6
8
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8
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2

記
入

日

睡
眠

時
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け
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分

□ □ □

名
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学
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時

間
　

　
　

　
分

現
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●
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活
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見
直
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年
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日

学
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時

間
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年

　
　

月
　

　
日
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イ
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持
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き
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い
と

こ
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ど
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023）

ツール4
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023）
ツール4

名前 （　　歳）

見直し前 年　　月　　日 　

平日 月 火 水 木 金 土休日 土 日

０時 ０時

１時 １時

２時 ２時

３時 ３時

４時 ４時

５時 ５時

６時 ６時

７時 ７時

８時 ８時

９時 ９時

１０時 １０時

１１時 １１時

１２時 １２時

１３時 １３時

１４時 １４時

１５時 １５時

１６時 １６時

１７時 １７時

１８時 １８時

１９時 １９時

２０時 ２０時

２１時 ２１時

２２時 ２２時

２３時 ２３時

２４時 ２４時

□

□

□

□

見直せるポイント

●生活リズム見直し表

維持できる
良いところなど
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023）
ツール4

名前 （　　歳）

見直し後 年　　月　　日 　

平日 月 火 水 木 金 土休日 土 日

０時 ０時

１時 １時

２時 ２時

３時 ３時

４時 ４時

５時 ５時

６時 ６時

７時 ７時

８時 ８時

９時 ９時

１０時 １０時

１１時 １１時

１２時 １２時

１３時 １３時

１４時 １４時

１５時 １５時

１６時 １６時

１７時 １７時

１８時 １８時

１９時 １９時

２０時 ２０時

２１時 ２１時

２２時 ２２時

２３時 ２３時

２４時 ２４時

□

□

□

□

見直して良くなっ
たことなど

●生活リズム見直し表
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023） 

ツール5 

 

社会生活能力・生活習慣チェックリスト 

 会社によって、求める人材の条件には幅がありますが、一般的に共通していることは、マ

ナーや責任感・基礎的な社会生活能力が身に付いているかが重要視されます。 

自分の基本的な社会生活能力と生活習慣をチェックしてみましょう。 

チェック項目  はい・いいえ 

１ 身の回りの整理整頓 

・自分の部屋や家の内外は毎日掃除していますか？ 

 

□ ・ □ 

２ 時間を守る 

・人と約束した時間は守っていますか？ 

・出勤時間の少し前には必ず出勤できる自信がありますか？ 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

３ 食事と健康管理 

・朝・昼・夜一日３回の食事は規則正しく摂っていますか？ 

・お風呂は毎日入っていますか？ 

・早寝早起きしていますか？ (    時頃寝る、   時頃起きる) 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

４ 身だしなみ 

・外出時などには社会人にふさわしい服装を心がけていますか？ 

・ひげそりは毎日行っていますか？そり残しはありませんか？ 

・えりやそで口は汚れていませんか？ボタンは取れていませんか？ 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

５ あいさつ 

・家庭の中や知り合いの人に、あいさつをしていますか？ 

・目上の人には、自分から先にあいさつをしていますか？ 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

６ マナー 

・電車やバスの中などで、周りに迷惑にならないように行動していますか？ 

・携帯電話の使用マナーは守っていますか？ 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

７ 言葉づかい 

・敬語の使い方に自信がありますか？ 

・電話での応答は適切にできますか？ 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

８ 役割分担 

・自分にまかせられた仕事は、最後まで責任を持ってできますか？ 

・家庭や職場で、進んで周りの人の手助けができますか？ 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

９ チームワーク 

・職場や家庭などの集団で決めたルールや約束を守れますか？ 

・自分と違う意見の人の話を、冷静に聞くことができますか？ 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

１０ 日常の取り組み 

・社会情勢を知るために、新聞やテレビのニュース番組を見ていますか？ 

・散歩や運動で、働くための体力アップにつとめていますか？ 

 

□ ・ □ 

□ ・ □ 

「はい」にチェックできる項目はいくつありましたか？       ／２１ 

気を付けるべき項目は何か考え、生活習慣を改善しましょう。 
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム(2023)
ツール6

ワークシート 1 作成日

氏  名

　自分のことをよく考えてみましょう。

①今、自分でできていること…(どんなことでもよいです）

②得意なこと･･･

③自分について、いちばん好きなところ･･･

④やっていて、いちばん楽しいこと･･･

⑤将来やってみたいこと･･･

⑥がんばりたいと思うこと･･･

⑦今、いちばんやってみたい仕事･･･

Ⅳ－19



Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム(2023)
ツール6

ワークシート2 作成日

氏  名

　将来の自分についてイメージしてみましょう。

次の□の中に、ことばを入れて、文章を完成させてみてください。

（入れることばなどが見つからない場合は、空欄でもかまいません。）

① 学校を卒業したら

したい。

（すぐに就職、仕事をしながら進学、進学、など･･･）

② 将来、働くようになったら

を目標にしたい。

③ やってみたいと思っている仕事は、

である。

④ 自分が希望する職業に就くには、

が必要だ。

⑤ 自分の将来のためにやらなければならないことは、

まずは することだ。

そのためには すること

から始めようと思う。
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023）
ツール7

　意思決定支援シート

対象児・者

作成者 　本人　保護者　ケースワーカー　他（　　　　　　　　　   　　 　　）

　

あなたにとって一番の課題は何か

課題を解決するために　方法をいくつか書いてみよう

過去の経験や気持ちなどを書いて情報収集・整理

どうなるか結果を予測してみよう

今の時点で決断できたこと

決断のふりかえり

※後悔がないか　最初の方法に戻って繰り返しやってみよう

　中・高　 年　      才 作成 　　 年　  月　　日
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023）
ツール7

　意思決定支援シート

対象児・者 　神奈川　太郎 　作成　○年○月○日

作成者

あなたにとって一番の課題は何か(できるだけ詳しく）

課題を解決するために方法をいくつか書いてみよう

過去の経験や気持ちなどを書いて情報収集・整理

どうなるか結果を予測してみよう

今の時点で決断できたこと

決断のふりかえり

※後悔がないか　最初の方法に戻って繰り返しやってみよう

・高校を辞めて働く

　高校が面白くない。
　高校を辞めたい。
　高校の勉強についていけない。
   高校を卒業できなそう。など

　学校の勉強は工業科目は好きなので、わからないところを○先生にとりあえず聞く。
　アルバイトはお金が入るから続ける。
　高卒でないと求人がないと言われたから卒業する。

　本人　保護者　ケースワーカー　他（○○支援員　　　　　　　　　）

・高校を辞める
　(辞めた）
・何もしない
・何もできない
・誰とも関わりたくない

記入例

・いくらお金がかかるか
　わかる
・自分の興味・関心のあ
　る学校があるかわかる
・勉強についていけるか
　不安になる

AA定時　中・高　２年 １６才

・勉強についていける
　方法を先生に聞く

・もう一度受験勉強する
　のは嫌だ
・お金がかかる
・どんな学校があるか知
　らない

・バイトと両立できない
・先生に今さら聞けない
・何をすればよいかわか
　らない
・わかることがあるかも
　しれない

・自分が本当はどうした
　いのかわかる
・自分のことを知ること
　ができる

・仕事が見つかるかもし
　れない
・アルバイトならできる
（お金がたまる）
・高卒でないと求人がな
　い

・勉強がわからないまま
　になる
・何をすればよいかます
　ますわからなくなる

・自分の気持ちをもう少
　し詳しく整理してみる
・自分について調べてみ
　る。または調べてもら
　う

・学校の進路支援の先生
　を知っている
・ハローワークに行って
　みる
・働けるか心配
・働き口がない

・別の高校に入る
・専修学校を探す
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ツール8 

ケースワーカー向け 

制度上の留意点 Ｑ＆Ａ 

※ 高等学校等就学費の取扱い     

休学、留年、転校した場合の取扱いについては、Ⅱ高校進学等支援プログラム

のツール８「高校進学に関するＱ＆Ａ」参照。 

 

※ 進学、就労、貸付、世帯分離の取扱い 

Ⅲ高校生支援プログラムのツール６「高校卒業後の進路の説明資料」参照。 

 

Ｑ１ 一度中退した者が再度高等学校等へ入学する場合、生活保護

の扶助費として支給できるものはあるか？ 

別冊問答集 

問7-152 

Ａ１ 早期の自立助長の観点から、中退後概ね２年以内に再度高等学校等へ入学する

場合で、就学することが確実に世帯の自立助長に資すると見込まれる場合には、

１回に限り高等学校等就学費を支給することができる。（本人の就学の意欲が高

く、また生活態度等から高等学校等の卒業が見込まれる場合に限る。） 

  

Ｑ２ 中退、休学するが、すでに一括で高等学校等就学費が支給さ

れていた場合、返還させる必要があるか？ 

別冊問答集 

問7-152 

Ａ２ 中退した翌月以降に係る保護費を月割りで返還させることとなるが、既に給付

された保護費がやむを得ない事由により消費されている場合は、返還免除される

ことがある。 

  

Ｑ３ 高等学校等就学費を給付する年齢の範囲はどのようになる

か？ 

別冊問答集 

問7-154、155-2 

Ａ３ ① 中学校を卒業して数年以上経過している場合は、就労等によって稼働能力

を活用しなくてはならないため、高等学校等就学費の給付対象にならない。 

② 但し、やむを得ない事由によって就労しない場合等においては、ただちに

稼働能力の活用を求めるよりも高等学校等に就学することが確実に世帯の自

立助長につながると見込まれる場合に限って、高等学校等就学費の給付が認

められる。なお、適用にあたっては慎重に判断する必要がある。 

③ 社会人等の場合で、余暇利用として高等学校等に就学する場合は、給付対

象とならない。 

④ ひとり親世帯の親については、一定の要件を満たす場合には、高等学校等

就学費を支給できる。 

  ただし、単に就労を忌避するための就学は認められない。 
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Ｑ４ 高等学校等就学支援金は支給されるか 

 

 

 

Ａ４ 中途退学した場合でも、高等学校等就学支援金は通算で全日制は３６ヶ月、定

時制、通信制は４８ヶ月以内であれば支給される」 

 

Ｑ５ 自動車運転免許を取得する費用は支給されるか？ 保護手帳 

局 第 7-8-(2)- ｱ -

(ｷ)-ｂ 

Ａ５ 免許の取得が雇用の条件となっている等、確実に就労するために必要な場合に

限り支給される。        （高校生については、別冊問答集問7-155） 

  

Ｑ６ 資格や技能を取得する費用は支給されるか？ 

      技能修得費にはどのようなものがあるか？ 

保護手帳 

課長問答 

問(第７-70) 

問(第7－80) 

Ａ６ 就労を目指して行う取組みである場合、個々の状況に応じて支給の適否を検討

している。但し、日常生活の質の向上を目的とした取組みについては支給対象と

ならない。 

  

Ｑ７ 社会参加する場合（社会参加準備）の交通費やボランティア

保険の掛け金等の取扱い 

保護手帳 

局 第 7-2-(7)- ｱ -

(ｷ) 

Ａ７ 交通費については、個々の状況に応じて支給の適否を検討している。その他の

ボランティア保険の掛け金等、参加に伴う費用については、自己負担となる。 

  

Ｑ８ 専門機関とはどのような機関があるのか？ 

   提供できる参考情報はどのようなものがあるか？ 

 

 

Ａ８ 青少年、教育、児童福祉、こころや身体、就労等の相談ができる機関として、

次の機関がある。 

 相談機関 相談内容 

1 

県立青少年センター（子ども・若者総

合相談センター、ひきこもり地域支援

センター） 

ひきこもり、不登校、非行などに 

悩む青少年・家族や関係者等 

2 県立総合教育センター 
不登校、いじめ、障害のある子ど 

も、発達障害等 

3 県警察少年相談・保護センター 非行、犯罪被害、いじめ等 

4 児童相談所 18 歳未満の児童に関する相談全般 

5 県立総合療育相談センター 子どもの発達、人権 
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6 県精神保健福祉センター こころの健康 

7 かながわ若者就職支援センター 若年者の就労支援 

8 

産業技術短期大学校 

東部総合職業技術校 

西部総合職業技術校 

新規学卒者、若年者、離転職者、在

職者向け職業訓練及びキャリア教育

支援 

9 

よこはま若者サポートステーション 

よこはま若者サポートステーション新

横浜サテライト 

湘南・横浜若者サポートステョン 

かわさき若者サポートステーション 

さがみはら若者サポートステーション 

県西部地域若者サポートステーション 

県央地域若者サポートステーション 

働くことに悩みを抱えるニートなど

の若者の職業的自立への就労支援 

10 ハローワーク 就労支援 

 

11 

 

職業訓練法人神奈川能力開発センター 
知的障害の方に対する全寮制２年間

の職業訓練 

12 神奈川障害者職業能力開発校 

身体障がい、知的障がい及び精神障

がいのある方が就職に必要な知識・

技術を習得するための職業訓練 

13 

神奈川県委託事業 

神奈川県福祉子どもみらい局子どもみ

らい部子ども家庭課 

あすなろサポートステーション 

委託先：(福)白十字会林間学校 

児童養護施設退所児童等の自立支援

及び就労支援 
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Ｑ９ ＮＰＯ法人には、どのような法人があるか？ 

 

 

 

Ａ９  下記のＨＰを参照 

紹介しているＮＰＯ法人の情報は、その内容を保証、推薦するものではないた

め、問い合わせは内容を確認し、納得の上利用すること。 

 

神奈川県ホームページ 

          ↓ 

組織で探す  

          ↓ 

福祉子どもみらい局 青少年センター 

          ↓ 

    所属ＰＲページ 

         ↓ 

子ども・若者などへ支援を行っている団体や親の会の情報を知りたい 

     ↓ 

ひきこもり、不登校などの青少年やご家族をサポートするＮＰＯ等の情報 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ch3/cnt/nposupport/npo/index.html 
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Ⅳ 中学卒業後の社会生活支援プログラム（2023）
ツール9

中学卒業後の社会生活支援プログラム　
整理番号　                              【支援者用　表】

　　　効果ふりかえりシート

　　　年度現在　　　　才　または　当該学年　　　 年生

名前 担当ＣＷ

1 アセスメントを実施した

2

3 中学卒業後の社会生活支援プログラムに参加した

4 家庭訪問した（CWまたは支援者）

5 子どもの意向を確認した

6

7 目指すところが決まった

8

9 プログラム参加による効果、子どもの変化などの特記事項（自由記述）

４
生活リズム

５
社会生活能
力チェック

１０
何も使わな

かった

7
意思決定支援

シート

８
制度上の留意点

Q&A

９
ふりかえ
りシート

６
ワーク
シート

使用したツール
（あてはまるもの全て
に○をつけて下さい）

１
アセスメン
トシ—ト

２
支援エコマップ

３
居場所確認

あてはまる部分に○をつけてください。

1
不同意

2
同意

1
不参加

1
未実施

2
実施

中学卒業後の社会生活支援プログラム参
加について同意が得られた（子どもまた
は保護者）

2
参加

保護者の意向を確認した

１
決まらない

1
して

いない

３
社会参加

５
特別支援学校

2
確認できな

かった

3
確認した

４
高校等進学

７
就労

８
専門機関等

2
支援継続中

６
その他(専修・
各種学校等)

1
できなかった
しなかった

2
訪問した

1
して

いない

2
確認できな

かった

3
確認した
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中学卒業後の社会生活支援プログラム　効果ふりかえりシート 【支援者用　裏】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

　子どもまたは養育者が関係機関につながった   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもまたは養育者が家族と協力できている   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもまたは養育者の支援に抵抗が少なくなった   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

  1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どものコミュニケーション能力が改善された   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもの社会とのつながりに改善がみられた   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

支
援
者
か
ら
見
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
に
よ
る
子
ど
も
の
行
動
変
容

　子どもが自身のことを話せる（不安、心配、長所短所など）   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもの安心できる場所を把握できた   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもが自己を肯定的にとらえることができる   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもが今できていることが言える   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもが来所・面接・報告等の時間を守れる   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもと定期的に面談が継続している   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもの健康状態に改善がみられた   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　子どもがサポートの必要（困り）を訴えることができる

□ 社会参加準備 　 □ 専門機関へつなぐ 　 □ 家族・環境調整
□高校再入学・復学・進学・卒業　　　　　　□就労準備

※太枠 の箇所に記入。　プログラム開始時の状況にあてはまる数字に△を、プログラム活用後現在の状況にあて
はまる数字に○を書いてください。

振り返り内容

どれくらいできたか
１．全くあてはまらない　２．あまりあてはまらな
い    ３．少しあてはまる　 ４．わりにあてはまる

５．とてもあてはまる

支
援
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用

　支援者がこれまでの経験や経過を傾聴できた   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　支援者が個別課題を把握できた   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　支援者が医療診断などの確認ができた   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　支援者が障害の有無を確認できた   1  　     2   　   3    　   4     　  5 

　支援者が何らかの情報提供ができた   1  　     2   　   3    　   4     　  5 
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